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１０月定例会議（１０月２４日）議事録  

 

１． 新規会員様の自社紹介 ㈱シーアールガレージ様 ・・・・・・・・・・・・・付紙１ 

 デリバリー用バイク・自転車の点検修理、レッカー対応、バイク及びバイク装備の販

売。関東９都県対して出張点検・修理・回収、バイク稼働率等の低下最小限を目指す。 

２．「特定小型原付導入」について取り組み事例の紹介 ㈱ライオンエクスプレスＨＤ様   

   特定小型原付の導入トライアルを実施。今後、直営店、ＦＣへの導入を目指す。 

   導入のメリットは、車両取得コスト、燃費、免許不要で宅配要員確保が容易。 

   １０分圏内であれば、バイクと同等の効果が期待できる。 

   保険は自賠責と任意保険に加入。 

   現在、特定小型原付の道路交通法の教育とマニュアルを準備中。 

   社内試験で合格した者のみ、特定小型原付を使用させる予定。 

３．排ガス規制に向けて ㈱ホンダモータサイクルジャパン様・・・・・・・・・・付紙２ 

 ・Ｈｏｎｄａの取り組み 

2025年 10月末で 50CC車両の生産終了、新基準原付を提案、販売。 

 ・新基準原付とは 

   排気量 125CC以下,出力 4.0kw以下,交通ルールは従来の原付一種と同一。 

 ・生産終了モデル 

   すべての 50CC車両の修理用部品はカタログ落ちから１５年間保証。 

 ・Ｈｏｎｄａ新基準原付対応モデル 

   スーパカブ１１０等業務用バイクの新基準原付を販売。 

   ジャイロ、ベンリー等業務用バイクは新基準化ではなく EVモデルに切替済み。  

４．自転車青切符化に向けて情報共有（その２）（講師：三塚顧問） 

自転車の通行方法             ・・・・・・・・・・・・・ 付紙３  

 横断方法（横断歩道での横断方法、自転車横断帯があるところでの横断方法） 

停止位置（停止線が設けられている場合、停止線が設けられていない場合） 

交差点の通行方法（自転車が従うべき信号機（車道走行中、歩道走行中、その他注 

意事項）） 

右折の方法（信号機のある交差点、信号機のない交差点） 

一時停止標識のある交差点、左右の見通しがきかない交差点、進行する方向に関す  

る通行区分が指定された交差点 

  自転車を安全・安心に利用するために（自転車ルールブック：警察庁）・・・ 付紙４ 

   自転車の指導取締りの基本的な考え方が示されている。 

５．７、８月の事故報告              ・・・・・・・・・・・・ 付紙５ 

   事故発生件数／保有車両台数は、６年度年間平均値以下で推移した。昨年、年末に向 

け事故が増加する傾向があり、注意が必要。 

 



 

６．二輪車交通事故防止連絡会議結果の情報共有   ・・・・・・・・・・・・ 付紙５                        

７．連絡調整事項                 ・・・・・・・・・・・・ 付紙５ 

  ・ＳＤＡ魅力化施策 

    「ＥＮＥＯＳガソリンカード」の御案内（ＳＤＡ会員特別優待のガソリンカード） 

    「ＥＴＣカード」の御案内（ＳＤＡ会員特別優待 ETCカード）   

 ・７年度無事故無違反運動への参加状況 

   本年度は、参加人数が大幅に低減している。再度、運動参加をお願い。 

  ・今後の実技講習会等 

    １１／６ 荒川自然公園自転車実技講習、１１／２７ 保土ヶ谷実技講習の再度の 

御案内    

８．三塚顧問のアドバイス 

  １０月～１２月の間は事故が多い。特に薄暮時間帯に注意が必要。 

  また、この時期は、夜間の路上寝込みの事故が多く、特に高齢者の寝込みが多いので注 

意が必要である。夜間は出来るだけハイビーム走行を推奨して欲しい。 


